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1. c ∈ A \ {a, b}が選ばれないことを示せばよい。

背理法の仮定として、(≻̃1,≻(0)
2 , . . . ,≻(0)

N )の下でそのような cが選ばれたとする。

(≻̃1,≻(0)
2 , . . . ,≻(0)

N )と、その１ステップ前でbがaのすぐ下にきている ≻̂1を使った、(≻̂1,≻(0)
2 , . . . ,≻(0)

N )
（下図）を比べる。
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cは a, bとは異なるので、どちらの選好でも個人１では a, bより下にある。ゆえに、cより下にラン
クされている任意の yについてはどちらの選好でも順序が変わっていない。したがってMONから
f(≻̂1,≻(0)

2 , . . . ,≻(0)
N ) = cとなるはずである。しかし、(≻̂1,≻(0)

2 , . . . ,≻(0)
N )において、aはすべての個人

によって他の選択肢より厳密に好まれているので、Weak Paretoより aが選ばれるはずである。矛盾。

2. ≻(4)を見ると、全員が cを bより強く選好している。従って、Weak Paretoより c F (≻(4)) b。

aと cのペアについては≻(3)と≻(4)では誰も順序が変わっていない。

IIAより a F (≻(4)) c。あわせて　 a F (≻(4)) c F (≻(4)) b。




